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環境経営レポート

活動期間：2022年９月-2023年８月

発行日：令和5年10月24日

　くにさきエコシステム株式会社

令和5年7月20日(木)　黒津崎海岸清掃活動
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　   環境管理責任者　橋本裕之

　　設立　　　1977年（昭和52年）7月４日

　　資本金　　300万円

　②事業所所在地

　　本社　　　　　〒873-0644　大分県国東市国東町浜崎3230番地2

　　塩屋事業所　　〒873-0645　大分県国東市国東町富来1396番地1

　③環境管理責任者名及び担当者連絡先

　　　・一般廃棄物処理業務（カン、ペットボトルリサイクル業務）

　　　・浄化槽清掃業務　　（国東町、国見町、姫島村）

　　2.大分県及び福岡県許可による

　　　・浄化槽保守点検業務（大分県）

　　　・産業廃棄物収集運搬業務（大分県・福岡県）

　　事務局　日隈 辰則

　　連絡先　　　　　　電話　0978-89-5700

　　　　　　　　　　　FAX　0978-89-5702

　　　　　　　　　　　メール　t.higuma@kunisaki-ecosystem.com

　➃主たる事業内容

　　1.国東市及び姫島村許可・委託による

　　　・一般廃棄物処理業務（国東市.姫島村し尿、浄化槽汚泥の収集運搬許可）

　　　・一般廃棄物処理業務（国東市可燃及び不燃ごみ収集運搬委託）

　　　・一般廃棄物処理業務（国東市事業系一般廃棄物収集運搬許可）

　　代表取締役　　西田　正孝

1.組織の概要

　①事業所名及び代表者名など　

　　くにさきエコシステム　株式会社
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単位

売上高 百万円

人員 人

延床面積 ㎡

　　2022年9月1日～2023年8月31日

パッカー車４ｔ 1台

パッカー車３ｔ 2台

パッカー車２ｔ 1台

アームロール車４ｔ 3台

（コンテナ10ケ）

移動式クレーン車３ｔ 1台

パワーゲート付きトラック(不燃収集車) 1台

トラック１ｔ 1台

軽トラック 1台

浄化槽保守点検車両 3台

バキュームカー４ｔ 3台

バキュームカー３ｔ 1台

バキュームカー２ｔ 1台

軽自動車(集金・営業車) 1台

・その他設備機材 高純度バイオディーゼル燃料製造装置 1式

廃食用油リサイクル装置 4台

ペットボトル減容機 1台

空き缶プレス機 1台

水質検査器具 1式

1993

2020年度

142

　➄事業規模

　　　　浄化槽清掃及び保守点検業務」

　➅事業年度

「一般廃棄物収集運搬処理業務、一般廃棄物中間処理業務、

　　　　産業廃棄物収集運搬業務、 再生資源の回収・販売、

　➆対象範囲

　　全組織、全活動

27

1993

2021年度

145

20

1993

2022年度

141

21

　➇車両等
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パッカー車

不燃物収集車

バキュームカー 浄化槽保守点検車両

　　　　アームロール車

移動式クレーン車
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国東町

国見町・姫島村

国東町

国見町・姫島村

No

令和6年3月31日

し尿・浄化槽汚泥

3

浄化槽清掃業
0207002-1 令和4年4月1日

令和6年3月31日収集運搬

一般廃棄物収集運搬業
0207001-1

収集運搬

令和5年4月1日

令和7年3月31日

可燃ごみ・不燃ごみ・資源ごみ・粗大ごみ・汚泥

1

令和4年4月1日

一般廃棄物収集運搬業 国東市

4

2

一般廃棄物処理業 国東市
0315002-1

大分県　第316号

令和4年8月24日

　　⑴浄化槽保守点検業

　➈許可・登録内容

　　　令和４年８月24日から

　　　令和７年８月23日まで

  高純度バイオディーゼル燃料製造装置

浄化槽汚泥

登録年月日

登録番号

登録有効期限

一般廃棄物の種類

許可の名称

　　⑵一般廃棄物収集運搬業

許可の番号 許可年月日
自治体

事業の区分 許可の有効年月日

令和5年4月1日

中間処理 令和7年3月31日

スチール缶・アルミ缶・ペットボトル

集金・営業車

0315002-1

収集運搬
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kg

kg

kg

缶プレス機 260kg/h

⑩廃棄物収集運搬量・中間処理量

一般廃棄物収集運搬量 7,826,600

中間処理量 29,330

⑪塩屋事業所中間処理施設の概要

産業廃棄物収集運搬量 890,940

施設の種類

処理する廃棄物

処理能力

選別・減容化施設

金属類・缶・ペットボトル

ペットボトル減容機 100kg/h

令和10年3月26日

産業廃棄物収集運搬業

（積替保管含まない）
福岡県

2 廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等、（以上3品目については、自動

車破砕物を除く。）、燃え殻、汚泥（有機性に限る。）、廃油、紙くず、木く

ず、繊維くず、動植物性残渣、がれき類（廃プ等については、水銀使用製品産

業廃棄物を含む。）以上11品目

04000081298

収集運搬

1

平成30年3月27日

燃え殻、汚泥（有機汚泥に限る）、廃油、廃プラスチック類、紙くず、木く

ず、繊維くず、動植物性残渣、金属くず、ガラスくず等、がれき類（以上11種

類。ただし、石綿含有産業廃棄物であるものを含まず、上記以外の非安定型産

業廃棄物及び特別管理産業廃棄物であるものを除く。）

許可の番号 許可年月日
自治体許可の名称

事業の区分 許可の有効年月日

産業廃棄物の種類

大分県
04401081298

収集運搬

令和3年11月8日

令和8年11月7日（積替保管含まない）

産業廃棄物収集運搬業

　　⑶産業廃棄物収集運搬業
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⑫処理工程図      改訂日　  令和4年7月1日

     改訂日　  令和4年10月1日

排

出

事

業

者

様

減容化

プレス

㈲瀬戸商店

㈱山下商店

㈱宏博貿易

再

生

材

料

㈱環境整備産業

㈱永松商店

㈱ホープ再油

中津ダイキュー運輸㈱

一

般

廃

棄

物

ペットボトル

アルミ缶

スチール缶

ステンレス

選

別

鉄くず

ダンボール

一升瓶

廃食用油

家電リサイクル品

ガラス瓶 国東市クリーンセンター

産

業

廃

棄

物

がれき類

収

集

運

搬

廃プラ類

木くず

有機汚泥

金属類

ガラスくず

陶磁器くず

古紙類

水銀使用製品

㈲クリーン環境

㈱双子

三菱マテリアル㈱

九州工場

㈱山下商店

㈱環境整備産業

㈲クリーン環境

㈱環境整備産業

㈱環境整備産業

埋立

焼成

再生材料

埋立

再生材料

燃料化

木くず 国東市クリーンセンター 焼却

家庭用品等 リサイクル・販売
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取締役 　・環境経営に関する統括責任者

　・環境経営に必要な経営資源（人・物・資金）を準備する

　・環境管理責任者を任命する

　・経営における課題とチャンスを明確にする

　・環境経営方針を策定（更新）する

　・環境経営目標及び環境経営計画、実施体制を承認する

　・代表者による全体評価及び目標見直し指示を実施する

　・環境経営レポートを承認する

環境管理責任者 　・環境経営システムの構築、運用、管理に関する責任者

　・環境経営システムの運用、管理状況を代表者に報告する

　・環境関連法規等のとりまとめ表及び遵守評価結果を承認する

　・各部門の環境経営目標、環境経営計画、実施体制を承認する

　・環境上の緊急事態を特定し、対応策を承認する

　・問題点に対する是正処置、再発予防処置を承認し、結果を評価する

　・環境経営レポートを確認する

事務局 　・環境管理責任者を補佐する

　・環境関連文書類を作成及び管理する

　・環境経営に関する目標や実績をとりまとめる

　・外部コミュニケーションに関する受付窓口を担当する

　・環境経営レポートを作成する

現場責任者 　・自部門の環境経営目標、環境経営計画を作成し、取組み推進する

　・自部門の活動に必要な手順書を作成、管理する

　・自部門の問題点を抽出し、是正、予防処置を実施する

全従業員 　・環境経営方針、環境経営目標などを理解し、自らの役割を認識する

　・環境活動に自主的、積極的に参加し、改善提案に努める

2.実施体制 改定日　令和4年4月1日

区分 役割・責任・権限

代表取締役

西田 正孝

環境管理責任者

橋本 裕之

EA21事務局

日隈 辰則

総務課 水環境課 資源リサイクル課
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くにさきエコシステム株式会社は、

（１）電力、燃料等のエネルギーの効率的な使用及びBDFの積極使用と 

省エネに努め 、二酸化炭素排出量の削減に取組みます。

（２）廃棄物排出量の削減に取組むとともに、リサイクル促進に努めます。

（３）節水に努めて、水の効率的な使用に取組みます。

（４）社内教育を通して全従業員の意識・知識を高め、５R(リデュース・

　　　 リユース・リサイクル・リフューズ・リペア)の推進に取り組みます。

（５）取引先、地域の方と密接に繋がり、環境活動に取り組みます。

　　

   ２．当社の事業経営に関連する環境関連法規等を遵守いたします。

   ３．環境経営レポートの定期発行により、環境情報を公開するとともに、

　　　地域貢献活動を推進します。　

制定日　　令和３年４月１日

改定日　　令和４年４月１日

くにさきエコシステム株式会社

　代表取締役　　西田　正孝

廃棄物の収集運搬で使用する燃料を削減し、軽油の代替燃料であるバイオ

ディーゼル燃料の利用を促進することによってCO2排出量を削減し、地域循環

型社会の実現を目指し、環境事業者の枠を超え地域と共に発展、努力していき

ます。

そして、人と地球にやさしい活動の実践により社会貢献に努め、地域と共に歩

む事業所として地域住民から信頼される企業を目指します。

１．次の項目を重点項目として捉え、計画、実行、評価、改善を継続的に活動して

いきます。

3.環境経営方針

10



4-１.環境経営中期目標

基準年

2019年度

基準年度比1%削減

2019年9月～

2020年8月

2021年９月～

2022年８月

2022年9月～

2023年８月

2023年9月～

2024年８月

㎏-CO₂ 94,570 92,679 91,733 90,787

（1）電気使用量削減 kWh 21,451 21,022 20,807 20,593

kWh 19,875 19,478 19,279 19,080

kWh 1,576 1,544 1,529 1,513

（2）ガソリン使用量削減 ℓ 7,419 7,271 7,196 7,122

（3）軽油使用量削減 ℓ 25,310 24,804 24,551 24,298

（4）灯油使用量削減 ℓ 20 19.6 19.4 19.2

% 58.3% 59.5% 60.0% 60.6%

件 2 3 3 3

１．購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.371㎏-CO2/kwh(九州電力　2019年度・調整後)を使用した。

環境経営目標

試行期間の目標 中期目標

基準年度実績
2021年度

（2%削減）

2022年度

（3%削減）

2023年度

（4%削減）
目標

2020年4月～2020年6月

１．二酸化炭素排出量の削減 23,842

4,731

本社 4,300

塩屋事業所 432

1,623

6,678

５．環境活動 3

備考

10.0

（5）BDFへの代替化 48.2%

２．廃棄物排出量の削減 分別の徹底

３．水使用量の削減 節水の徹底

４．食品廃棄物の削減 製造廃止に伴い、R4.4.1改訂
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4-2.環境経営中期目標(2023年度～2026年度)

基準年

2022年度

基準年度比1%削減

2022年9月～

2023年8月

2024年９月～

2025年８月

2025年9月～

2026年８月

2026年9月～

2027年８月

㎏-CO₂ 82,393 80,745 79,921 79,097

（1）電気使用量削減 kWh 21,314 20,888 20,675 20,461

kWh 19,517 19,127 18,931 18,736

kWh 1,797 1,761 1,743 1,725

（2）ガソリン使用量削減 ℓ 5,057 4,956 4,905 4,855

（3）軽油使用量削減 ℓ 23,365 22,898 22,664 22,430

（4）灯油使用量削減 ℓ 36 35.3 34.9 34.6

% 48.0% 49.0% 49.4% 49.9%

件 2 3 3 3

１．最新のデータを元に中期目標の見直しを行った。

２．購入電力の二酸化炭素排出係数は、「本社」0.492kg-CO2／kWh・エバーグリーン・リテイリング（株）

　　「塩屋事業所」 0.382Kg-CO₂/kwh・九州電力（株） を使用した。（令和5年1月 環境省・経済産業省公表）

５．BDFの収率(％)＝｛（回収食用油＋メタノール）－廃油｝/（回収食用油＋メタノール）×１００

分別の徹底・BDF製造の収率の向上（基準値75%）

５．環境活動

2023年6月より計測を開始。

４．水は、全量地下水を使用。令和５年６月よりクーリングタワーの設置に伴い、計測を開始。

本社

目標

2023年9月～2024年8月

81,569

21,101

19,322

1,779

5,006

環境経営目標

2023年度目標

3

１．二酸化炭素排出量の削減

（5）BDFへの代替化

備考

48.5%

社内勉強会の実施・グリーン購入、選別の徹底及び細分化

３．水使用量の削減

４．スキルアップ・５Rの推進

基準年度実績

中期目標

2024年度

（2%削減）

３．産業廃棄物、一般廃棄物の排出量が少ない為、数値目標は設定していない。

2026年度

（4%削減）

23,131

35.6

２．廃棄物排出量の削減

塩屋事業所

2025年度

（3%削減）

12



環境経

営方針

No

評価日 判定

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

1-4 R5.7.31 ×

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R4.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

5 R5.7.31 〇

分別、リサイクル

使用済み用紙の裏紙使用

両面コピー、Nアップの利用

節水に努める３

電力使用量削減

ガソリン、軽油使用量削減

洗車時にこまめな水止めを心がける

灯油使用量削減

２

水使用量の削減

BDFの優先使用

温水の使用量削減

エコドライブの励行

デジタル式運行記録計の分析活用

1-2

1-3

1-5

タイヤの空気圧の点検

デジタル式運行記録計の設置

デジタル式運行記録計の分析活用

ルートの標準化

タイヤの空気圧の点検

節水呼びかけの表示をする

目標課題 具体的な行動（活動）

廃棄物排出量の削減

1-1

廃食油の収集

BDFへの代替化

車両の点検整備

デジタル式運行記録計の設置

環境活動 保全活動への参加の推進

エコドライブの励行

不必要時の消灯

アイドリングストップ

最新の排ガス、騒音規制の適合車両への代替

車両の点検整備

5.環境経営計画

冷暖房設定の厳守。夏28℃、冬20℃

OA機器の退社時電源OFF

全従業員のレベルアップ

５Rの推進

4 社内勉強会の実施

グリーン購入、選別の徹底及び細分化

ルートの標準化
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※赤字は目標未達

基準年度 目標 実績 達成率

2019年度 2022年度 2022年度 結果

5.1%

〇

-1.2%

△

-17.5%

×

【評価】本社1.2％、塩屋事業所17.5％の未達

29.7%

〇

4.8%

〇

-86%

×

電力消費量削減

・一部で、二酸化炭素の排出量が増加しているものの、車両

の燃料削減が大きく起因している。今後も全従業員が環境へ

の意識を高く保ち、継続して活動していく。

【評価】5.1%の削減

19,875本社

塩屋事業所

19,279 19,517

1,576 1,529 1,797

基準年度対比　△3％

灯油使用量削減

軽油消費量削減

ガソリン消費量削減

【評価】4.8％の削減

基準年度対比　△3％

・本社及び塩屋事業所において、目標に到達しなかった。

7,419

1-3

【評価】86%の未達

単位：ℓ

7,196

【評価】29.7％の削減

基準年度対比　△3％

24,551

1-4

基準年度比　△3％

前年度比でも、15％の削減が出来ている。要因に、新車の

購入、エコドライブの意識の定着が上げられる。無理無駄の

ない安全運転を心掛け、継続的に活動していく。

前年度比でも、3.8％の削減が出来ている。要因に新車の購

入、エコドライブの意識の定着が上げられる。無理無駄のな

い安全運転を心掛け、継続的に活動していく。

冬季における、度重なる降雪、積雪、凍結により、使用量が

増加した。消費量としては少ないが、無駄のない使用を心掛

け、継続的に活動していく。

№

94,570 91,733

6.環境経営目標の実積と評価、次年度の取り組み内容

1-1

1-2

今後も、無理無駄のない節電を心掛け、継続的に活動していく。

単位：ℓ

単位：kwh

【本社】BDF製造装置の増設、給油機の新設、飲料水の自動販売機の

設置により、消費量が増加したと考えられる。

【塩屋事業所】前年度比では、5%の削減が出来ている。

5,057

25,310 23,365

単位：ℓ

環境経営目標

基準年度対比　△3％

単位：Kg-CO₂

1

二酸化炭素排出量削減 87,037

19.4 36.020
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基準年度 目標 実績

2019年度 2021年度 2021年度

〇

分別の徹底

〇

節水の徹底

〇

社内勉強会の実施

〇

4-2

・海岸清掃及び環境保全活動

結果の記載　：

◯＝出来た(達成度100％以上)　　△＝改善の余地あり(達成度90～100％)　　×＝出来なかった(達成度90％以下)

要因として、BDFを使用していた古い車両の廃車、委託業務

の変更等により、BDFの使用量も前年度比4.4%減となって

いる。引き続き、BDFを積極的に使用し、継続的に活動して

いく。

羽田海岸・黒津崎海岸の清掃、塩屋事業所地区の環境保全活

動に参加。今後も積極的に活動していく。

達成率

-20%

2

【評価】

【評価】

【評価】

全従業員のスキルアップ

4-1

3

水使用量削減

廃棄物排出削減

1-5

BDFへの代替化

基準年度対比　+3％

5

【評価】

選別作業の徹底、リサイクル品の使用

№

【評価】

環境経営目標

58.3% 60.0% 48.0%

環境活動(単位：件)

５Rの推進

3 3 3 〇

・担当車両の燃費がどれくらいかを知ってもらう社内勉強会

を始め、中間報告会を実施。改めてエコアクションの導入の

意味を理解し、意識づけにつながった。今後も継続的に活動

していく。

・無駄のない使用を心掛けている。クーリングタワーの設置を機

に、水量計も新設された。節水の意識を保ち、今後も継続的に活動

していく。来年度より、水使用量を計測する。

・積極的なグリーン購入、車両等の部品交換時のリサイクル

品の購入、選別作業においては、細分化し資源化出来てい

る。環境に対する高い意識を保ち、今後も積極的に活動して

いく。

・今年度は、本社及び塩屋事業所の環境改善を図った整理作業を

行った為、廃棄量が増えているが、廃棄物の細分化、資源化が出来

ている。今後も高い意識を保ち、継続して活動していく。

【評価】20％の未達
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実施日 評価

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.28 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

3ヵ月に1回以上点検 R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

R5.7.31 〇

※苦情なし。

健診結果確認

書類の確認

現場確認
有機溶剤中毒予防規則

保護具の着用 現場確認

家電の適正排出

パッケージエアコン

定期健診

※評価の結果、関連法規の違反及び訴訟等はありません。

現場・帳簿確認保管・入出庫確認

作業環境確認

毒物及び劇物取締法

フロン排出抑制法

家電リサイクル法

労働安全衛生法

保守点検及び清掃の

技術上の基準

浄化槽法

10条・11条検査 報告書確認

定期点検整備

保守点検及び清掃の

記録表交付

施設の点検 現場確認

消防法

取扱数量の確認

消火器の設置 現場確認

現場確認

浄化槽清掃

現物確認

車両点検記録確認

法廷検査時確認

記録票保管

浄化槽保守点検

道路運送車両法
日常点検整備

使用機械器具の点検

許可更新

規則、資格の確認

現場確認

一般廃棄物収集運搬

〇
定期報告

〇

7.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

R5.7.31

確認事項

契約内容の確認

R5.7.31

管理状況の確認

収集運搬者への表示及びマ

ニフェスト携帯

し尿浄化槽汚泥収集運搬

廃棄物の処理及び

清掃に関する法律

(マニフェスト発行、管理）

産廃収集運搬(大分県）

産廃収集運搬(福岡県）

確認項目

許可更新

管理票の交付状況

産業廃棄物管理票

産業廃棄物委託契約書

報告書提出の確認（６月）

法規制等
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継続する。

新規BDF製造装置の導入により、使

用電力量は増加していたが、　引き

続き活動を継続する。

8.代表者による全体の評価と見直しの結果

  2.環境経営目標の達成状況

  7.その他

①環境経営方針

②環境経営目標

③環境経営計画

④実施体制

⑤環境経営システム

変更なし

変更なし

代表者による全体評価

見直しの必要性判断と

代表者の指示内容

その他指示

緊急時及び、発熱、欠勤の際の連絡網

をBCPを考える上でも、改めて全従業

員に通達。

ガソリン消費量の削減にあたっては、エコドライブの意識だけではなく、効率的な運行経路の工

夫など、社員の意識向上が認められます。この調子で、更なるレベルアップを期待します。

消火訓練は、今まで消火器を

使ったことのない社員にとって

も、いい経験になった。

変更なし

変更なし

変更なし

代表者のコメント

特になし。特になし。

  6.環境上の緊急事態の訓練結果

　  及び対応結果

  3.環境経営計画の実施状況

  4.問題点の是正、予防の状況

  5.外部からの苦情の有無、

　  及び対応結果

計画通り実施できている。

引き続き活動を行う。

環境情報 環境管理責任者の所見

苦情なし。

今後も、無理のない節電を心掛ける

こと。また、BDFを積極的に使用し

ていくこと。引き続き活動を行う。

法規違反なし。

引き続き、遵守していく。

問題なし。

継続する。

問題なし。

  1.環境関連法規等の

     遵守状況確認結果

実際に消火器を使用した「初期消火訓練」を

実施。地元消防団に籍を置く従業員が指導

し、消火器の取り扱いを学ぶ機会となった。

17



9.活動の様子

・近隣住民の方とウミガメ保護の為、海岸清掃活動に参加。

令和５年６月２７日(火) 緊急事態対応訓練

『消火器を使用した、初期消火訓練』

黒津崎海岸清掃活動

令和５年７月２０日(木)

17時30分より

天候：曇り

気温：32℃

集まったゴミは、可燃物

と不燃物、資源ごみに

しっかりと分別。

羽田海岸清掃活動

令和５年７月１５日(土)

8時より

天候：曇り

気温：30℃

海岸周りの草刈り及び、

海岸に漂着したゴミを回

収。

EA21社内勉強会

今年度は、社内勉強会を3回実施。

活動内容の確認、担当する車両の運行状況

（給油状況・燃費・走行距離）などを説明。
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